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s;.ーs;+αs ~J (4) 













a b c 
trigger 1st. stage 2nd. stage 













































20 40 60 80 100 
b 
critical 
20 40 60 80 100 
c 
delocalized 
20 40 60 80 100 




l 司.p'.cr:酌，.冒可!.Q.:.".号~一 下耳~L . :二.:'"古官.e.υ‘ 圃....瓦':.~.主.イl 
|とと.\.bドi:~:~.ν.:'νYや:;"."~~耳ン.吋.イJ占司で台|
伺」J|?u兵mq匂三向何似.L
t 巴直=.- .j.v:!". -._1' "'"_.;."，官百官 .，噌f .ぜ~ _-: =-."._1 I 
，-守ヲE曾砲;ザず'将冷:t句b¢主j弘ぷι必:込S汚予:渇;弓4九| 
20lht-RFZ1-ubU:γ!.1..f川 E
|ぷ宍王宮-MN川・--bJMhfR|lO〈I ~;::' .. OI:.-rザサ・:St:や';1:":，"..町付・|1，:; -. ， ...(j:!:~..:::- .• ~9~ ・・ ・'-~，~.I。l二泊先:e'r{";ミ::b".; ・1 ・弘・・-ヮ~.:・・&'1 X2 
20 ‘。 60 目。 10
20 ・ 60 80 10。
10 
."・ 0・



























S<t) =ヱ¥Si(t) (5) 
また各時間ステップにおけるSの変化から定常的な増分Nをヲ|いたもの、すなわちS(t) -S (t-I) 
-Nは、もしそれが負になればなんらかの破壊が起こって相当する量のストレスが解放された








































time step time step 






























図 9 a)臨界状態における約3000回の破壊の震央分布。 b)破壊の規模mとその頻度nの両対数ク、ラフo n (m)はベ
キ則で与えられ、臨界指数τの値は1.58となる。
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同じ言十算をdの値を変えながら行ない、 n(m)がベキ則を満たすような αの臨界値を決めた。
その情報からdα平面の上で局在状態と非局在状態とを分ける相図を作ったのが図lOaで、あるO
この相図の臨界線上でτの値は単調に変化する。図IObは臨界値 α4の関数としてb=r一lを表
わしたものである。 αじが114---1の範囲で、 bの値は0.8から0.15あたりまで単調に減少する。
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議論
ここで提案した地震の確率セルオートマトンモデルは、断層におけるさまざまな破壊現象を、
2つのパラメータ(それぞれ破壊のあいまいさと破壊の広がりやすきを特徴づける)を変えるこ
とにより統一的に再現できる。すなわち小規模破壊が極めて頻繁に起きる場合(局在状態)か
ら、大きな破壊がほぼ規則的に繰り返される場合(非局在状態)まで。そして臨界状態におい
ては、さまざまな規模の破壊が不規則に起こり、その統計分布からはGR則が導かれる。パラ
メータの違いは断層面の地球物理的性質の違いであり、それが断層全体のふるまいに反映され
ることになる。この意味で、我々のモデルは、地震という複雑で多様な現象を、地球物理的な立
場から自然に説明できるモデルと言えようO
現実の断層にはさまざまな種類があり、際立った地震を起こさない断層もあれば、逆に40
---100年周期で規則的に巨大地震を繰り返す断層もある。我々のモデルでいえば、前者は破壊
の局在状態に対応し、そこでは小さな地震が頻発して蓄積されるストレスが定常的に散逸され
ている。~方後者は破壊の非局在状態に対応し、そこでは系のサイズ(沈み込み領域の広がり)
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